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含歯性嚢胞ならびに原始性嚢胞に出現するhyaline－body

　　　　　　に関する光顕的ならびに電顕的研究

　　　　大塚幸夫　武田泰典
岩手医科大学歯学部口腔病理学講座＊（主任：鈴木鍾美教授）

〔受付：1984年10月5日〕

　抄録：含歯性嚢胞ならびに原始性嚢胞に出現したhyaline－bodyを光顕的ならびに電顕的に検索し，その

由来について考察を加えた。Hyaline－bodyは含歯性嚢胞52例中11例（11．5％），原始性嚢胞27例中3例（11．1

％）およびそれらの多発例6例中2例（33．3％）にみられた。このhyaline－bodyは嚢胞壁の上皮層内

ならびに上皮表面にみられるものがほとんどであった。また，含歯性嚢胞では埋伏歯歯冠を被う歯小皮と

hyaline－bodyとの間に連続性をみるものがあった。透過電顕的にhyaiine－bodyは層状構造を呈していた。

Hyaline－body周囲の上皮細胞は胞体内小器官が豊富で，また，胞体内にhyaline－bodyと同様の電子密度

を呈する種々の大きさの穎粒を有する上皮細胞も認められた。走査電顕像ではhyaline」bodyの割面は均一

無構造を呈していたが，自由面は微細層板状構築を呈していた。また，上皮細胞と強固に結合していること

を示唆する所見も得られた。Hyaline－bodyの電子プローブ微小部X線分析ではP，　S，Ca，　Feが検出され

たが，これらはhyaline－body全体に分布し，特定の元素の局在性は認められなかった。
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1　緒 言

　歯原性嚢胞の組織学的特徴像の1つにhya－

line－bodyの出現が挙げられる。このhyaline－

bodyはとくに含歯性嚢胞，原始性嚢胞ならび

に歯根嚢胞に高頻度にみられており，これら

における出現率は5～10％内外といわれてい

る1）。しかしながら非歯原性嚢胞にhyaline－

bodyの出現をみたとする報告はない。したが

って，病理組織診断にあたっても嚢胞性病変に

hyalinerbodyの出現を認めることはそれが歯

原性由来のものであることを組織学的に示唆す

ることのできる重要な手がかりとなる。

　このhyahne－bodyは光顕的に嚢胞上皮層内

あるいはその近辺に，好酸性，硝子様の小塊と

してみられ，古くはDewey（1918）2）ならびに

Lund（1924）3）により記載された。当初，彼ら

はhyaline－bobyを毛細血管が硝r変性に陥

ったものと考えた。その後，Rushton（1955）4）

によりhyaline－bodyの詳細な組織学的検討

が試みられ，その染色性が歯牙歯冠を被う歯小

皮あるいは角化上皮に類することから，彼は

hyaline－bodyを上皮に由来する角質様物ある

いは歯小皮様物と考えた。また，Shear（1961）5）

もhyaline－bodyは角質物の性格を有するも

のと考えた。続いてWertheimerら（1962）6）

はhyaline－bodyを組織化学的に検索し，

hyaline－bodyは歯原性由来の嚢胞上皮の産生

物であると結論し，単なる角質物とする見解

を否定した。その後，歯原性嚢胞に出現する

hyaline－bodyの由来については各方面より検

討が加えられ，以下の如き諸説が提唱されて

いる。すなわち，毛細血管の変性あるいは血栓

とする説（Bouyssou　and　Guilhem　19657），
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Sedano　and　Gorlin　19688）），赤血球の変性に

よるとする説（Hodson　19679），El－Labban

19791°）），歯原上皮の産生物とする説（Morgan

and　Johnson　19741D，　Morgan　and　Heyden

197512），Allison　197713），　Yamaguchi14））がそ

れである。これらの諸説のなかで，hyaline－

bodyは嚢胞上皮の産生物であり，かつ，その

性状は第二歯小皮に類するとの考え方が目下の

ところ有力のようである（Wertheimerら1962
5） ，Jensen　and　Erickson　197415），　Zegarelli

ら197616），Yamaguchit4））。しかしながら，

hyaiine－bodyの本態の詳細に関しては未だ不

明の点が少なくない。

　そこで筆者らは歯原性嚢胞に出現するhya－

line－bodyの本態の一端を解明することを目的

として，含歯性嚢胞，原始性嚢胞およびこれら

の多発例に出現したhyaline－bodyについて

光顕的，電顕的（透過型ならびに走査型）に検

討を加え興味ある知見を得たので報告する。

皿　試料と方法

　検索に用いた症例は岩手医科大学歯学部口腔

病理学講座に登録されている含歯性嚢胞52例，

原始性嚢胞27例およびこれらの多発例6例中，

hyaline－bodyのみられた11例である。これら

の症例の全ては手術摘出後直ちに10％中性燐酸

緩衡ホルマリンにて固定し，可及的多くの面を

切り出し，通法にしたがってパラフィン切片を

作製した。光顕的観察にあたってはヘマトキシ

リン・エオジン染色を主として行ない，必要に

応じてオルセイン，ワイゲルトの弾性線維染

色，アルデヒド・フクシン，コンゴ赤，チオフ

ラビンT，PAS，　PAS消化，コッサ法，ベ

ルリン青，プルシアン青，PATHの各染色を

施した。なお，埋伏歯を含めて一塊として手術

摘出された含歯性嚢胞については，これらを一

塊としてPlank・Rychlo液にて低温下で脱灰

した。次いでこれらをパラフィンに包埋し，埋

伏歯を含めて連続切片を作製し，埋伏歯歯冠を

被う歯小皮と　hyaline－bodyの関連の有無を
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検索した。

　Hyaline－bodyのみられた11例のうち5例に

ついては嚢胞壁の一部をホルマリン固定後，中

性燐酸緩衝液中で低温下にて十分に洗浄し，4

％グルタルアルデヒド液で再固定した。次いで

2％オスミック酸で後固定の後，通法にしたが

い透過型電顕用の超薄切片を作製した。電子染

色はクエン酸鉛と酢酸ウラニル重染色とし，日

本電子JEM－100B電子顕微鏡にて観察し
た。

　走査型電顕用試料ならびに電子プローブ微小

部X線分析用試料の作製はTakeda　and　Ishi・

kawaの方法17）に準じた。すなわち，光顕的に

典型的なhyaline－bodyのみられた症例のう

ち，3例のパラフィン未染片（厚さ6μm）　を

蒸溜水を入れたシャーレ中に浮遊させ，実体顕

微鏡下でhyaline－bodyのみられた部分を径

7mmのカーボン試料台（純度100％）に貼布

した。次いで試料を十分に乾燥後，キシロール

にて脱パラフィン，アルコール下降系列を通

し，再び十分に乾燥させた。その後，試料にカ

ー ボン蒸着を行ない，明石ISI－60AL走査型電

顕にてその走査電顕像を観察した。また，走査

型電顕像の観察に併せて，明石ISI－60AL走査

型電顕と堀場EMAX－1800Eエネルギー分散

型電子プローブ微小部X線分析装置（検出X線

Kα波，加速電圧20．46KeV，カウント時間100

秒）を組み合わせ，hyaline－bodyの点分析，

面分析，X線像（X－ray　area　maPs）の観察

を行なった。

皿　結 果

1．Hyaline－bodyのみられた症例について

　Hyaline－bodyの出現のみられた11例の内訳

はTable　1に示す如くである。すなわち，

hyaline－bodyは10歳代から60歳代までの各年

齢層でみられており，また性別では男性例4

例，女性例7例であった。次に，hyaline－

bodyのみられたこれら11例の内訳をみると，

含歯性嚢胞であったものが6例，原始性嚢胞

であったものが3例，多発性嚢胞であったもの
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Table　1．Dentigerous　cysts　and　primordial　cysts　with　hyaline－body．

Case　No． Age（Yrs．）　　Sex　　Location Clinical　diagnosis Pathologic　diagnosis

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

48

37

31

55

11

15

23

69

54

10

11

F

M

F

F

M

M

M

3＋3

3＋3

cyst　of　the　mandible

cyst　of　the　mandible

Inultiple　cysts

cyst　of　the　maxilla

M

M

F

M
F

F

F

M
8

8
1
可
1
3

3「

basal　cell　nevi　syndrome

multiple　cysts

ameloblastoma

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

primordial　cyst

prirnordial　cyst

primordial　cyst

dentigerous　cyst

primordial　cyst

primordlal　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

dentigerous　cyst

Table　2．　The　prevalence　of　hyaline－body　in　dentigerous　cysts　and　primordial　cysts．

dentigerous　cyst　　pdmordial　cyst　　multiple　cysts　　total

No．　of　cyst

52 27 6 85

No．　of　cyst　containing

　　　　　　　hyaline－body
6 3 2 11

Per　cent　of　cyst　containing

　　　　　　　hyaline－body
11．5 11．1 33．3 12．9

が2例であった。これをその出現頻度別にみ

ると，含歯性嚢胞で11．5％，原始性嚢胞で11．1

％，多発性嚢胞で33．3％であった（Table　2）。

2．光顕的所見

a．一般的性状

　Hyaline－bodyのほとんどは嚢胞上皮層内な

らびに上皮層表面にみられ，一部嚢胞腔内に遊

出しているものもみられたが，上皮下結合組織

中にhyaline－bodyのみられたものはわずか1

例であった。Hyaline－bodyはヘマトキシリン

・エオジン染色で好酸性を呈し，その形状は線

状，棍棒状，塊状など様々であった（Fig．1）。

これらのhyaline－bodyは長径80～150μm，

巾径20～60μmものが多く，また，数層の層よ

りなる縞状構造を呈していた。なお，一部には

不定形無構造のもの，あるいは細願粒状物の集

籏よりなるものも散見された。これらのhya・

正ine－bodyの量と分布は観察部位により，また

症例によりそれぞれ異なっていた。　Hyaline－

bodyの出現のみられた部分の嚢胞上皮層は種

々の程度に肥厚していたが，この部分における

上皮の角化傾向はほとんどみられなかった。ま

た，hyaline－bodyの出現部位は同時にびまん

性に小円形細胞を主とした炎症性細胞浸潤をみ

るものもあったが，hyaline－bodyと炎症性細

胞浸潤との間には直接的な関連を示唆する所見

は認められなかった。次に，種々の特殊染色の

結果，hyaline－bodyはオルセイン，ワイゲル
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Fig．1．Light　microphotograph　of　hyaline　bodies　with　various　sizes　and　shapes

　　　　in　the　epithelial　lining．　H・E．，×400．

Fig．2．Gradual　transition　of　secondary　dental　cuticle　to　hya｜ine　bodies　found

　　　　in　impacted　teeth　of　two　cases　of　dentigerous　cyst．　H・E．，×400．

トの弾性線維染色，アルデヒド・フクシン，コ

ンゴ赤の各染色に陽性であった。なお，チオフ

ラビンTの螢光所見は陽性であったが，コンゴ

赤の偏光所見は陰性であった。一方，PAS，

ベルリン青，プルシアン青，コッサ法，PTAH

の各染色の染色性は不均一であった。
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　　　　　　　　　　　　　　　3a　　　　　　　　　　　　　　　3b
Fig・3・Ultrastructure‘）f　hyaline　bodies　sh〈）wing　lamellaled　strucしure　comPosed　of　alternate

　　　electron－（lellse　an（l　electron－lucellt　Iayers．　（a）　×9，100　and　（b）　12，000，

　なお．PTAH染色にて、嚢胞上皮層ならび

にその近辺のE細l／l［管にll川：の存在する所見、

あるいはE細［6［管周川にフィブリンなどの滲出

物の存在する所見は認められなかった。

b．埋伏歯の二次歯・」・皮とhyaline－bodyと

　の関連について

　Hyaline－bodyの出現の女られた含歯性嚢胞

について、嚢胞壁と歯牙を一・塊として連続切片

を作製L，hyaline－bodyと川伏歯歯冠外表を

被う二次歯小皮との関連を検索した。その結

果、　二次歯小皮の一部にhyaline－bodyと同

様のものを認めることができた。すなわち，

10～20／’mの一一定の巾をlfする一二次歯小1£の一

部が歯冠外側方向に向って不規則に肥厚し，

かつ，その一・部が層状構造を呈しているもの

（Fig．2a）、あるいは二次歯小皮の外表に層状

構造を有する棍棒状ならびに塊状のhyaline－

bodyと全く同様の所見を11》するものが認めら

れた（Fig．2b）。さらに，このhyaline－body

と同様の所見を呈するものと『二次歯小皮との

間には明らかな連続性を確認することができ

た。なお，埋伏歯歯冠外表を被う二次歯小皮と

hyaline－bodyと同様の所見を呈するものはい

ずれもオルセイン，ワイゲノしトの弾性線維染

色．アルデヒド・フクシン，コンゴ赤で陽性を

呈し，かつ，チオフラビンTの蛍光所見陽性．

コンゴ赤の偏光所見陰であった。

3．電顕的所見

a．透過胆電顕所見

　光顕所見でみられた如く，透過型電顕所見に

おいてもhyaline－bodyは数層の1・；・1状構造を

呈していた（Fig．3）。たすなわち，　hyaline－－

bodyは高電子密度の層と低電子密度の交η：の

配列よりなっていた。しかしながら，これらの

層の厚さは一一定ではなく．また，中心部に核と

なったと考えられる明らかな構造物はみられな

かった。高電子密度の層はほぼ均一に無構造で

あったが．ところにより斑状あるいは細順粒状

を呈していた○一方，低電r密度の層は人同不

同の数多くの頼粒よりなっていた。Hyaline一
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Fig．4． Ultrastructure　of　hya［ine

ePithelia］cells．　　×5，400．

bodies　and　neighboring　o（lontogenic
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5

6

Fi9．5，6．Scanning　electron　microscopic　findings　of　hyaline　bodies　with　various

　　　　　　forms　and　neighboring　odontogenic　epithelial　cells．

body外1、ldは比ll※的平±nで，　L皮細胞が接して

みられた。Hyaline－bodyに1妾するヒ皮細胞の

細胞膜内側にはhemidesmosomeが形成され

ていた。Hyaline－bodyのみられた上皮層の一ヒ

皮細胞は粗面小胞体，ミトコンドリア，トノフ

ィラメントなどの胞体内小器官に富’んでいた



岩医ノく歯誌　91192－206，1984 199

7

8

Fig．7．Scanning　electron　Inicroscopic　findings　of　hyaline　bodies　with　spherica｜

　　　　f〈）rm．　Their　cut　surfaces　show　homogeneous　structure，　×7，500．

Fig．　8，Scanning　electron　Inicroscopic　findings　of　free　surface　of　hytlline　bodies，

　　　　showing　fine　Iameliated　appearance．　×30，000．

（Fig．4）。まき．核は紡錘形ないし不定形を呈

していた、これらhyaline－bodyに近接する

1波細胞の胞体内には直径0．2μm内外の大きさ

で筈明に拡張した球状の粗面小胞体が多数みら
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9b

Fig．　9．Thu　spectrums　of　e】ectr《）n　prol〕e　Xゴay

　　　　　　　Inicr・analysis　of｝・yaline　bodies　indicate

　　　　　　　thal　hyaline　1）odies　are　colnPosed　of　iI1－

　　　　　　　・rganic　subs｛ances　such　as　P，　S，Ca三lnd

　　　　　　　　Fc．　（a）　is　spot　analysis　of　peripheral

　　　　　　　arし・a，（b）is　sPot　analysis　of　central　area，

　　　　　　　and　（c）　is　ξulalVsis　of　whole　area．

9c

れた。この拡張した粗面小胞体内には低電∫’密

度の均一無構造物が充満していた。さらに，胞

体内に0．1～1．0μmの人きさで，hyaline－body

と同様の高電r梓1度を呈する頼粒状物．を多類有

する上皮細胞も認められた。

　　なお、hyaline－body周囲に1よ内皮細胞に類
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10a

10b
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Fig．10．　X－ay　map（a）showing　distribution　of　l）h（）；phorus　in　hyahne　bo（lies

　　　　prebented　in　（b），

する細胞はみられず、かつ，嚢胞上皮層内への

毛細血管の侵入はなかった。また，雲胞上皮層

内での出血巣も認められなかった。

b．走査型電顕所見

　走査型電顕所見ではhyaline－bodyの割面は

ほぼ均一無構造を圧し，光顕所見ならびに透過

型電顕所見の如き層状構造は認められなかった

（Fig．5）。また、　hyaline－bodyのll1心部に核
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となるようなものの存在を示唆する所見もなか

った。なお，hyaline－bodyの種々の形態によ

る割面所見の相違もみられなかった（Fig．6，

7）。すなわち，球状，棍棒状，不定形のもの

すべての割面は均一無構造であった。上皮層の

最表層，すなわち，嚢胞腔に面する部分に位置

するhyaline－bodyでは，他の物質の付着は

みられなかったが，上皮細胞に接する面には数

多くの上皮突起が強固に付着していた（Fig．

6，7）。

　Hyaline－bodyの嚢胞腔に面する部分ならび

に上皮細胞に接する面を強拡大でみると，これ

らの面には多少の凹凸を認めるものの，比較的

規則的な層板状構築を呈していた（Fig．8）。

c．電子プローブ微小部X線分析所見

　電子プローブ微小部X線分析は点分析，面分

析ならびにX線像（X－ray　area　maPs）観察

を行なった。点分析はhyaline－bodyの中央

部と辺縁部の二点について行ったが，いずれに

おいても多少のピークの差がみなれたものの，

P，S，　Ca，　Feの四元素が検出された（Fig．

ga，　b）。また，　hyaline－body割面全体の

面分析においてもP，S，　Ca，　Feの四元素の

みが検出された（Fig．9c）。次にこれらP，

S，Ca，　Fe四元素のhyaline－bodyにおける

局在性についてX線像（X－ray　area　maps）に

て観察した。その結果，元素の分布にわずかな

がらかたよりをみるものもあったが，特定の元

素の局在性を認めることはできなかった（Fig．

10）。

　なお，以上のhyaline－bodyの電子プローブ

微小部X線分析は3例についてそれぞれ5個の

hyaline－bodyを無作為に選んで行なったが，

結果は全て同様であった。

w　考 察

　Hyaline－bodyは歯原性嚢胞に出現してみら

れる特徴的組織所見であり，非歯原性嚢胞に

は，いまだ見い出されていない。歯原性の各

種嚢胞におけるhyaline－bodyの出現頻度に

ついては，含歯性嚢胞で最も高いとするもの
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（Allison197718），11．8％；Yamaguchi198014），

10．8％）と原始性嚢胞（歯原性角化嚢胞）で

最も高いとするもの（Brown　197219），9．4％；

Morgan　and　Johnson　197411），17．5％）があ

るが，いずれにせよhyaline－bodyは含歯性嚢

胞と原始性嚢胞で最も多くみなれており，その

出現頻度は10％内外のようである。今回の筆者

らの検索結果ではhyaline－bodyの出現頻度

は含歯性嚢胞で11．5％，原始性嚢胞で11．1％で

あり，従来の諸家の報告にほぼ一致した結果で

あった。一方，多発性嚢胞におけるhyaline－

bodyにっいて，　Yamaguchi（1980）14）は16例

中わずか1例（6．2％）のみにみられ，単発例の

ものにくらべその出現頻度は低かったとしてい

る。しかし，Brannon（1977）2°）は単発例での

hyaline－bodyの出現頻度は9．3％であったの

に対して，多発例では26．4％にhyaline－body

をみたと報告している。今回の筆者らの検索で

は嚢胞単発例でのhyaline－bodyの出現頻度

は約11％であったのに対して，多発性嚢胞では

その約3倍の頻度でみられ，Brannon（1977）2°）

とほぼ同様の結果であった。これら単発例と多

発例におけるhyaline－bodyの出現頻度の相違

は何によるのかは不明であるが，多発例そのも

のの症例が非常に少ないため，今後さらに症例

を重ねて詳細な検討が望まれる。

　嚢胞壁におけるhyaline－bodyはそのほと

んどが嚢胞上皮層内にみられており，上皮下結

合組織中にhyaline－bodyをみることは少な

いようである（Browne　1972’9），　Morgan　and

Johnson　197411），　Cohen　197621），　Yamaguchi

14） ）。今回の筆老らの検索においてもhyaline－

bodyのみられた11症例のうち，その10例まで

が上皮層内にあり，上皮下結合組織中に存在し

ていたものはわずか1例のみであった。したが

って，hyaline－bodyのほとんどが上皮層内に

出現してみられることは，hyaline－bodyの形

成に上皮成分の存在が不可欠であることを示唆

するものと考える。なお，上皮下結合組織中にみ

られるhyaline－bodyについて，　Yamaguchi
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（1980）14）は上皮層内のものが滴下したものと考

えており，一方，Cohen（1976）21）は嚢胞結合組

織中に散在する歯原上皮塊中にhyaline－body

が形成され，その後上皮成分は退行性変化によ

り消失したものと推察している。

　Hyaline－bodyの光顕レベルでの染色性に

ついて，角質物に類するとするもの（Rushton

19554），Shear19615））と二次歯小皮に類すると

するもの（Hodson19679），　Wertheimer19666），

Yamaguchi　198014））がある。しかしながら，

hyaline－bodyと角質物とではオルセイン，コ

ンゴ赤，チオフラビンTの各種特殊染色の染色

性が明らかに異なり，hyaline－bodyの本態を

角質物と同一視することには無理があるよう

に思われる。この点についてはWertheimer

（1966）6），Morgan　and　Johnson（1974）11），

Morgan　and　Heyden（1975）12），　Yamaguchi

（1980）14）もDMBAとDNFBの蛋白反応の相

違からhyaline－bodyが角質物である可能性

を否定している。一方，歯小皮，とくに二次歯

小皮との関連について，Hodson（1967）9），

Wertheimer（1966）6），　Yamaguchi（1980）14）

はhyaline－bodyと二次歯小皮との組織化学的

所見がきわめて似ていることを報告しており，

今回の筆者らの検索でも同様の結果であった。

しかしながら，二次歯小皮とhyaline－bodyの

直接的な関連についての形態的検索は現在まで

なされていなかった。今回の検索にあたって筆

者らはhyaline－bodyのみられた含歯性嚢胞に

ついて嚢胞壁と歯牙とを一塊として連続切片を

作製し，hyaline－bodyと埋伏歯歯冠を被う二

次歯小皮との関連を調べた。その結果，埋伏歯

歯冠を被う二次歯小皮の一部に層状構造を呈す

る不規則な肥厚，さらには歯小皮と連続して棍

棒状あるいは塊状のhyaline－bodyと同様の所

見を呈するものをみることが出来た。さらにこ

れらhyaline－bodyと同様の所見を呈するもの

と埋伏歯歯冠を被う歯小皮との各種特殊染色の

染色性は同一であった。以上の光顕的所見は

hyaline－bodyは二次歯小皮と同様の機序によ

り形成される可能性を示唆するものと考える。
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　Hyaline－bodyの超微構造所見の特徴は高電

子密度の層と低電子密度の層の交互の配列より

なる層状構造である。この層状構造の形成機序

についてはhyaline－bodyの添加成長線（ap－

position　lines）とする考え方（Morgan　and

Johnson　197411），　Jensen　and　Erickson　1974

15） ，Yamaguchi　198014））と無構造物が凝縮した

結果によるとする考え方（El－Labban　19791°））

がある。これらの両見解に関して，筆者らは電

顕所見をもとに検討を試みたが，層状構造の形

成機序について言及し得るだけの所見を得るに

は至らなかった。すなわち，今回の検索に用い

た電顕用試料は10％中性燐酸緩衝ホルマリン固

定後，電顕標本作製用として再固定を行ったも

のであり，微細な変化についてartifactな影

響を完全に否定することが出来なかったからで

ある。

　Hyaline－bodyと歯小皮との超微構造の比較

についてはJensen　and　Erickson（1974）15），

Zegarelliら（1976）16），　Yamaguchi（1980）14）

が考察を試みている。このうちJenson　and

Erickson（1974）15）と　Zegarelliら（1976）16）

はhyaline－bodyの超微構造はListgarten
（1966）22’23）のいうcuticleA（一次歯小皮に相

当）に類似しており，cuticleB（二次歯小皮に

相当）とはその所見を異にしていたと報告して

いる。一方，Yamaguchi（1980）14）はhyaline－

bodyには超微構i造的に石灰化を示唆する所見

のないことより，むしろcuticle　Bに近いと

述べている。今回の筆者らの検索においても

hyaline－bodyの超微構造所見はYamaguchi

（1980）’4）の報告したそれと同様であり，かつ，

前述した含歯性嚢胞における埋伏歯歯冠を被う

歯小皮の光顕所見と併せて，hyaline－bodyは

Listgarten（1966）22’23）のいうcuticle　B，す

なわち二次歯小皮と同様のものである可能性を

支持したい。

　Hyaline－body周囲の上皮細胞の超微構造所

見を記載した報告は少ない（Yamaguchi　1980
14） ）。Yamaguchi（1980）14）はhyaline－body

周囲の上皮細胞は粗面小胞体が発達しており，
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また，これらの粗面小胞体に接して高電子密度

の穎粒がしぽしばみられたと述べている。彼は

この様な上皮細胞の所見はhyaline－bodyの形

成に上皮細胞が関与していることを示唆する所

見ではないかと考察している。筆者らの検索し

たhyaline－body周囲の上皮細胞胞体内には粗

面小胞体，ミトコンドリア，トノフィラメント

などの小器官が豊富に認められた。なかでも粗

面小胞体は著明に拡張しており，その拡張した

内腔には低電子密度の均一無構造物が充満して

いた。さらに細胞によっては胞体内に種々の大

きさでhyaline－bodyと同様の電子密度を呈す

る穎粒を多数有するものも認められた。これら

は上皮細胞内で微小なhyaline－bodyあるいは

その前駆物質が形成されていることを示唆する

興味ある所見と考える。

　Hyaline－bodyの走査電顕所見については

Yamaguchi（1980）14）が簡単に触れているにす

ぎない。すなわち，彼の報告によれぽhyaline－

bodyはその長軸に沿って微細な層状構造を呈

していたが，上皮細胞との関連を明らかにする

ことはできなかったと述べている。今回の筆者

らの検索ではhyaline－bodyの割面は均一無構

造であり，透過型電顕所見の如き層状構造はみ

られなかった。一方，hyaline－bodyの自由面

は微細層板状構造を呈していた。以上のような

hyaline－bodyの走査型電顕所見は，唾液腺に

稀に出現してみられるcrystalloidに酷似し

ていた。すなわち，Takeda　and　Ishikawa

（1982）17）は唾液腺の導管内に出現するcrysta－

lloidは割面で均一無構i造，自由面で微細層板

状構造を呈し，この様なcrystalloidは初期に

は微細な物質の集合としてみられるが，次第に

添加成長して形成されていくことを走査電顕的

に示している。したがって，今回の走査電顕所

見より，hyaline－bodyは微小な物質が集ま

り，次第に添加成長して形成された可能性が考

えられる。なお，hyaline－bodyを形成する物

質は先の透過型電顕所見より，上皮細胞により

産生された二次歯小皮様物質と考えることがで

きよう。
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　次にhyaline－bodyと周囲上皮細胞との関連

についての走査電顕所見について述べる。hya・

line－bodyの上皮細胞に接する面には多くの上

皮突起が付着してみられた。走査型電顕的にみ

られたこの上皮突起の部分は透過型電顕でみら

れた。hemidesmosomeの部分に一致するもの

と思われる。したがって，hyaline－bodyと上

皮細胞とはかなり強固に結合しているものと考

えられる。

　電子プローブ微小部X線分析装置を用いて

のhyaline－body構成成分の検索に関しては

Allison（1977）13）とYamaguchi（1980）14）の

報告がある。そしてAllison（1977）1＞’はS，

Cl，　Ca，　Feを，またYamaguchi（1980）14）は

Fe，　Ca，　Cl，　S，　P，　Si，　A1をそれぞれ検出

している。しかし，hyaline－bodyにおけるこ

れらの元素の存在意義は未だ明らかではない。

今回の筆者らの検索においても主としてP，

S，Ca，　Feの四元素が検出された。また，こ

れら四元素のhyaline－body内における分布

は一様であり，点分析ならびにX線像（x－ray

area　maps）観察にて特定の元素の局在性は

認められなかった。これらの元素はhyaline－

bodyの形成にあたって不可欠なものか，ある

いはhyaline－bodyの形成過程において混入し

たものかについては今後さらに詳細な検索が望

まれる。

　最後に古くから提唱されているhyaline－

bodyの血管，血液由来説について筆者らの見

解を述べる。Dewey（1918）2）はhyaline－body

は毛細血管の硝子変性に陥ったものであると

し，また，Bouyssou　and　Guilhem（1965）7）

とSedano　and　Gorlin（1968）8）はhyaline－

bodyは毛細血管に生じた血栓に由来するもの

と考えた。また，Hodson（1967）9）とEl－Lab・

ban（1979）lo）はhyaline－bodyは変性した赤

血球により形成されたものとの見解を示した。

今回の筆者らのhyaline－bodyに関する形態

的ならびに組織化学的検索において，hyaline－

body周囲に硝子変性に陥った血管あるいは血

栓は認められなかった。また，超微構造的にも
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hyaline－body周囲に血管成分あるいは変性に

陥った赤血球をみい出すことはできなかった。

この点に関してはYamaguchi（1980）14）も筆

者と同様の所見であったことを述べている。ま

た，仮りにhyaline－bodyの由来を血管・血液

成分に求めるとすると，hyaline－bodyは嚢胞

のなかでも歯原性のもののにみ特異的に出現す

ることは不可解である。以上より，筆者らは

hyaline－bodyの由来を血管・血液成分に求め

る考え方は否定したい。

V　結 論

　含歯性嚢胞ならびに原始性嚢胞に出現してみ

られたhyaline－bodyを光顕的ならびに電顕的

に検索し，以下の結果を得た：

1．Hyaline－bodyは含歯性嚢胞52例中6例
（11．5％），原始性嚢胞27例中3例（11．1％），

多発性嚢胞6例中2例（33．3％）にみられた。

2．Hyaline－bodyのほとんどは嚢胞上皮層内

にみられ，上皮下結合組織中にみられたものは

わずか1例のみであった。

3．Hyaline－bodyの光顕レベルでの染色性は

二次歯小皮にはほぼ類似していた。

4．Hyaline－bodyの出現のみられた含歯性嚢

胞について，嚢胞壁と埋伏歯を一塊として連続

切片にて観察した結果，埋伏歯歯冠を被う二次

歯小皮に連続してhyaline－bodyを観察するこ

とができた。

5．Hyaline－bodyは超微構造的に高電子密度

の層と低電子密度の層の交互の配列よりなる層
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状構造を呈していた。

6．Hyaline－body周囲の上皮細胞は胞体内小

器官に富み，とくに粗面小胞体が多くみられ

た。

7．上皮細胞胞体内の粗面小胞体は著明に拡張

し，その中に低電子密度の均一無構造物が充満

していた。

8．Hyaline－bodyに接する上皮細胞の細胞膜

内側にはhemidesmosomeが形成されていた。

g．Hyaline－bodyの走査型電顕所見では，割

面は均一無構造，自由面は微細層板状構造を呈

していた。この所見は唾液腺で報告されている

crystalloidに類似していた。

10．Hyaline－bodyの上皮細胞に接する面には

多くの上皮細胞の突起が付着していた。

11．Hyaline－bodyの電子プローブ微小部X線

分析ではP，S，　Ca，　Feの四元素が検出され

た。これらの元素の分布はほぼ均一であり，特

定の元素の局在性は認められなかった。

12．以上の光顕的ならびに電顕的検索結果よ

り，hyaline－bodyは歯原性嚢胞における嚢胞

上皮細胞に由来した二次歯小皮様のものである

ことが推察された。
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　Abstract：Hyaline　bodies　found　in　dentigerous，　primordial　and　Inultiple　cysts　were　examined

histologically　and　ultrastructurally，　and　their　origin　was　discussed．　In　the　present　study，　hyaline

bodies　were　found　in　11．5％of　the　dentigerous　cysts，11．1％of　the　primordial　cysts　and33．3％

of　the　multiple　cysts．　They　occurred　mo3t　frequently　within　the　epithelial　lining，　but　a　few　bodies

were　observed　in　the　connective　tissue　walL　Histochemical　reactions　of　hyaline　bodies　were　similar

to　those　of　previously　reported　results　by　other　investigators．　In　two　cases　of　dentigerous　cysts，

the　findings　suggested　a　gradual　transition　of　secondary　dental　cuticle　to　the　hyaline　bodies．

　Ultrastructurally，　hyaline　bodies　have　a　lamellated　structure　which　is　colnposed　of　alternate　electron－

dense　and　electron－lucent　layers．　Hyaline　bodies　adjoined　epithelial　cells　via　half－desmosomes．

Epithelial　cells　containing　well－developed　cell　organelles　and　electron－dense　granules　with　various

sizes　were　seen　adjacent　to　the　hyaline　bodies．　By　scanning　electron　microscopy，　the　cut　surfaces

of　hyaline　bodies　were　foulld　to　be　homogeneous，　and　the　free　surfaces　were　fine－lamellated．　By
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electron　probe　X＿ray　microanalysis，　inorganic　elements　such　as　P，　S，　Ca　and　Fe　were　present　in

the　hyaline　bodies．

　　The　present　results　may　assist　in　the　clarification　of　the　origin　of　the　hyaline　bodies　in　odontogenic

cysts；the　hyaline　bodies　may　be　intimately　associated　with　epithelial　cells　of　odontogenesis　and　may

be　derived　therefrom，　in　the　same　fashion　as　the　secondary　delltal　cuticles．

文 献

1）Shear，　M．：Cysts　of　the　oralregions，　lst　ed．，

John　Wright＆Sons　Ltd．，　Bristo1，23，52，

　104，　105，　106－107，　1976．

2）Dewey，　K．　W．：Cysts　of　the　dental　system．

　Dental　Cosmos　60：557－570，1918．

3）Lund，　O．：Histologische　Bietrage　zur　Anato・

mie　des　Mundachs皿d　Paradentiums．　Viertel．

　Zahnheil．40：1－21，　1924．

4）Rushton，　M．　A．：Hya】ine　bodies　in　the　epi・

thelium　of　dental　cyst．　Proc．　Roy．　Soci．　Med．

　48：407r409，　1955．

5）Shear，　M．：Hyaline　and　granular　bodies　in

　the　dental　cyst．　Brit．　Dent．　J．1101301－307，

　　1961．

6）Wertheimer，　F．　W．：Ahistologic　compari・

　son　of　apical　cuticles，　secondary　dental　cuticles

　and　hyaline　bodies．　J．　Periodont．　37：91－94，

　　1966．

7）Bouyssou，　M．，　Guilhem，　A．：Recherches

　morphologiques　et　histochemiques　sur　les　corps

　hyalins　intrakystiques　de　Rushton．　Bull．　Group．

　Internat．　Res．　Scient．　StomatoL　8：81－104，

　　1965．

8）Sedano，　H．　O．，　Gorlin，　R．　J．：Hyaline　bo・

　dies　of　Rushton．　Some　histochemical　concerning

　their　etiology．　Oral　Surg．26：198－201，　1968．

9）Hodsol1，　J．　J．：The　distribution，　structure，

　origin　and　nature　of　the　dental　cuticle　of　Go・

　ttlieb．　Periodontics　5　：237－250，295「302，1967．

10）El－Labban，　N．　G．：Electron　microscopic　inve・

　stigation　of　hyaline　bodies　in　odontogenic　cysts．

　J．oral　Path．　8　：81－93，　1979．

11）Morgan，　P．　R．，　Johnson，　N．　W．：Histo’

　　logical，　histochemical　and　ultrastructural　stu・

　　dies　on　the　nature　of　hyaline　bodies　in　odonto・

　　genic　cysts．　J．　oral　Path．　3　：127－147，　1974．

12）Morgan，　P。，Heyden，　G．：Enzyme　histoche－

　mical　studies　on　the　formation　of　hyaline　bodies

　　in　the　epithelium　of　odontogenic　cysts．　J．　oral

　Path．　4　：120－127，　1975．

13）Allison，　R．　T．：Microprobe　and　microradi－

　ographic　studies　of　hyaline　bodies　in　odontoラ

　genic　cysts．　J．　oral　Path．　6　：44－50，1977．

14）Yamaguchi，　A．：Hyaline　bodies　of　odonto’

　genic　cysts：Histological，　histochemical　and

　electron　microscopic　studies．　J．　oral　Path．9：

　221－234，　1980．

15）Jensen，　J．　L．，　Erickson，　J．　O．：Hyaline－

　　bodies　in　odontogenic　cysts：Electron　micro－

　　scopic　observations．　J．　oral　Path．　3　：1－6，

　　1974．

16）Zegarelli，　D．　J．，　Zegarelli－Schmidt，　E．　C．，

　　Zegarelli，　E．　V．：Hyaline　bodies：Some　obser－

　vations　on　their　ultrastructure．　Oral　Surg．42：

　　643－653，　1976．

17）Takeda，　Y．，　Ishikawa，　G．：Crystalloids　in

　　salivary　duct　cysts　of　the　human　parotid　gland，

　Scanning　electron　microscopical　study　with　ele・

　　ctron　probe　X－ray　microanalysis．　Virchows

　　Arch〔Pathol　Anat〕399：41－48，1983。

18）Allison，　R．　T．：Histological　properties　of

　　hyaline　bodies　in　odontogenic　cysts．　Med．　Lab．

　Scie．34：69－82，　1977．

19）Browne，　R．　M．：Metaplasia　and　degeneration

　　in　odontogenic　cysts　in　man．　J．　oral　Path．1：

　　145－158，　1972．

20）Brannon，　R．　B．：The　odontogenic　kerato・

　　cyst．　A　clinicopathologic　study　of　312　cases．

　　Part　n．Histologic　features．　Oral　Surg．43：

　　233－255，　1977．

21）Cohen，　M．：Areview　of　Rushton　hyaline

　　bodies．　Diastema　4：30－33，1976．

22）Listgarten，　M．：Phase－contrast　and　electron

　　microscopic　study　of　the　junction　between　redu・

　　ced　enamel　epithelium　and　enamel　in　unerupted

　　human　teeth．　Arch．　Oral　BioL　11：999－1016，

　　1966．

23）Listgarten，　M．：Electron　microscop三c　study

　　of　the　gingivodental　jullction　of　man．　Am．　J

　　Anat．119：147－178，1966．


